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豊
昭
学
園
創
立

九
〇
周
年
並
び
に

短
大
新
校
舎
竣
工

お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
．

　

さ
て
，
日
本
の
鉄
道
人
教
育
の
礎
を
『
日
本

国
有
鉄
道
百
年
史
』
等
で
顧
み
ま
す
と
，
鉄
道

開
業
前
に
雇
外
国
人
の
エ
ド
モ
ン
ド
・
モ
レ
ル

が
伊
藤
大
蔵
少
補
（
博
文
）
に
宛
て
た
建
白
書

に
よ
り
，
電
信
修
技
生
の
養
成
，
工
技
養
成
所

の
開
設
に
始
ま
り
ま
す
．
養
成
所
で
は
鉄
道
局

長
井
上
勝
自
ら
教
壇
に
立
つ
な
ど
し
て
，
幹
部

職
員
の
養
成
が
図
ら
れ
ま
す
．
一
般
の
鉄
道
従

事
員
養
成
は
，
明
治
三
十
九
年
の
「
鉄
道
国
有

法
」
制
定
に
よ
り
，
教
育
の
統
一
が
必
要
と
な

り
，
四
十
一
年
国
鉄
上
野
営
業
事
務
所
で
は
笠

松
慎
太
郎
，
亀
川
徳
一
先
生
ら
に
運
輸
従
業
員

の
教
育
に
当
た
ら
せ
，
さ
ら
に
笠
松
ら
は
教
習

所
の
必
要
性
を
鉄
道
院
総
裁
後
藤
新
平
に
進

言
，
承
認
を
得
て
，
「
運
輸
従
業
員
教
習
所
」

の
名
の
も
と
授
業
を
開
始
，
亀
川
先
生
は
教
務

主
任
，
寄
宿
舎
の
寮
長
と
し
て
鉄
道
従
事
員
教

育
に
情
熱
を
傾
け
ま
す
．
こ
の
教
習
所
の
具
現

化
は
，
そ
の
後
の
鉄
道
教
育
の
新
た
な
制
度
へ

の
モ
デ
ル
と
な
り
，
四
十
二
年
に
は
鉄
道
院
職

員
中
央
・
地
方
教
習
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
．

　

亀
川
先
生
の
信
念
は
，
そ
の
後
昭
和
三
年
に

昭
和
高
等
鉄
道
学
校
，
二
十
七
年
に
東
京
交
通

短
期
大
学
の
創
立
に
引
き
継
が
れ
九
〇
年
と
い

う
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
．
私
が
入
学
し
た
四
〇

年
当
時
の
短
大
は
夜
間
部
の
学
校
で
，
学
友
の

ほ
と
ん
ど
が
国
鉄
，
都
営
，
営
団
地
下
鉄
，
東

武
，
西
武
等
々
い
わ
ゆ
る
勤
労
学
生
で
あ
る
が

唯
に
，
勤
勉
で
真
剣
さ
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し

た
．
特
に
休
憩
時
間
に
話
す
各
社
の
情
報
交
換

は
授
業
に
も
勝
る
楽
し
く
有
益
な
話
題
で
持
ち

切
り
と
な
り
，
今
思
う
に
往
時
の
中
央
教
習
所

も
志
を
同
じ
に
す
る
仲
間
の
学
校
生
活
は
同
様

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
察
し
ま
す
．

　

午
後
か
ら
の
授
業
と
な
っ
た
近
年
，
卒
業
生

の
就
職
先
が
Ｊ
Ｒ
各
社
，
大
手
私
鉄
に
加
え
，

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
や
中
小
私
鉄
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
，
地
理
的
に
も
全
国
的
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
．
新
校
舎
で
各
地
か
ら
の
情
報
を
持
ち

合
い
，
討
議
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
こ

そ
が
同
窓
会
の
役
目
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
．

（
元 

交
通
新
聞
社
勤
務
）

　
待
望
の
新
校
舎
が
本
年
４
月
に
竣
工
，
地
下
１
階
，
地
上
９
階
建
て
の

校
舎
に
は
充
実
し
た
設
備
が
整
え
ら
れ
，
新
た
な
教
育
環
境
下
で
授
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
８
階
に
は
，
学
校
側
の
ご
厚
意
に
よ
り
同
窓
会
室
（
高
校
の
校
友
会
室

と
併
用
）
が
設
け
ら
れ
，
幹
事
会
等
で
有
意
義
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
同
窓
生
の
皆
さ
ん
，
ぜ
ひ
ご
来
校
い
た
だ
き
ご
覧
く
だ
さ
い
．

更なる発展への礎、新校舎完成！

　

学
園
創
立
九
〇
周
年
と
短
大
新
校
舎
完
成
を
祝
し
て

会
長　
　

半
沢　

貞
夫
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学
校
法
人
豊
昭
学
園
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
て

　
　
　
　

学
校
法
人
豊
昭
学
園

　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　
　

飯
山　
　

高

　

平
成
三
〇
年
七

月
二
日
に
豊
昭
学

園
の
創
立
九
〇
周

年
記
念
式
典
並
び

に
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
．
こ
の
日
は
ま
た
記
念
講
演
会
も

併
せ
て
開
催
さ
れ
，
短
大
の
学
生
と
高
校
二
校

の
生
徒
，
教
職
員
，
更
に
父
母
会
や
同
窓
会
な

ど
の
支
援
団
体
関
係
者
が
加
わ
り
，
元
宇
宙
飛

行
士
毛
利
衛
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
．

　

何
分
に
も
二
三
〇
〇
名
を
超
え
る
大
所
帯
で

あ
っ
た
た
め
，
都
内
の
主
だ
っ
た
会
場
が
借
り

ら
れ
ず
，
大
宮
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
大
ホ
ー

ル
を
使
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．
講
演
は
毛
利

さ
ん
自
身
が
経
験
し
た
宇
宙
で
の
生
活
と
そ
こ

で
行
わ
れ
た
実
験
，
そ
し
て
宇
宙
か
ら
見
た
地

球
の
姿
，
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
生
徒
た
ち
の
未

来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
主
題
で
し
た
．
聴
き
入

る
学
生
，
生
徒
た
ち
の
姿
も
立
派
で
，
彼
ら
も
深

く
感
銘
を
受
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
．
毛
利
さ

ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
彼
ら
は

き
っ
と
，
卒
業
後
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
中
で
未

来
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

　

こ
の
よ
う
に
，
若
者
に
未
来
を
託
す
た
め
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
講
演
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
と
て
も
分
か
り
や
す
く
，
ま
た
伝
え
や
す
い

も
の
で
す
が
，
未
来
を
託
す
と
い
う
目
的
こ
そ
，

建
学
の
精
神
を
持
つ
学
校
が
大
切
に
し
て
い
る

も
の
で
す
．

　

九
〇
年
前
の
豊
昭
学
園
の
発
端
で
あ
る
昭
和

鉄
道
学
校
が
設
立
さ
れ
た
当
時
，
中
心
に
な
っ

て
活
動
し
て
い
た
の
は
当
時
の
鉄
道
院
中
央
教

習
所
出
身
者
の
駅
員
，
元
駅
員
な
ど
の
鉄
道
を

こ
よ
な
く
愛
す
る
方
々
で
あ
り
，
鉄
道
員
を
目

指
す
若
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
．
設
立
し
て
一
年
余
り

の
学
校
を
引
き
継
い
だ
二
代
目
の
中
川
正
左
校

長
は
逓
信
省
鉄
道
局
運
輸
局
長
，
鉄
道
次
官
を

歴
任
し
た
鉄
道
畑
の
出
身
で
あ
り
，
以
後
鉄
道

教
育
に
情
熱
を
傾
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
．

　

混
乱
し
た
世
情
を
反
映
し
経
営
上
の
危
機
に

あ
っ
た
中
川
校
長
は
，
経
営
立
て
直
し
の
た
め
，

同
じ
く
鉄
道
界
出
身
で
私
学
経
営
に
才
を
発
揮

し
て
い
た
神
田
商
業
学
校
の
理
事
長
亀
川
徳
一

氏
に
協
力
を
求
め
ま
し
た
．
こ
れ
を
機
に
両
校

の
校
長
つ
ま
り
学
務
の
中
川
正
左
，
経
営
の
亀

川
徳
一
と
い
う
二
人
体
制
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
．
そ
し
て
両
校
は
昭
和
十
五
年
に
豊
島
区
に

移
転
し
て
以
後
こ
の
地
で
繁
栄
を
続
け
て
い
る

の
で
す
．

　

戦
時
中
の
昭
和
十
七
年
，
中
川
校
長
は
国
の

統
制
に
よ
っ
て
鉄
道
軌
道
統
制
会
総
裁
に
就
任

す
る
こ
と
と
な
り
，
昭
鉄
の
理
事
長
だ
け
は
続

け
な
が
ら
も
校
長
を
辞
任
，
亀
川
氏
が
両
校
長

を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．

　

か
よ
う
に
歴
史
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も
，

両
氏
が
鉄
道
界
出
身
で
あ
り
鉄
道
を
愛
す
る
人

物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
鉄
道
教
育
の
火
は
燃

え
続
け
，
戦
後
，
他
の
鉄
道
学
校
が
次
々
と
消

え
て
い
く
中
で
二
人
は
更
な
る
高
等
教
育
機
関

の
設
立
を
目
指
し
ま
し
た
．
そ
し
て
昭
和
二
十

七
年
，
経
営
上
は
別
々
の
法
人
で
あ
っ
た
昭
鉄

学
園
と
豊
島
学
園
を
合
併
さ
せ
て
豊
昭
学
園
と

し
，
東
京
交
通
短
期
大
学
を
設
立
し
た
の
で
す
．

初
代
学
長
は
中
川
正
左
先
生
で
し
た
．

　

中
川
，
亀
川
両
先
生
の
遺
志
は
平
成
の
今
で

も
継
が
れ
て
お
り
，
鉄
道
界
に
有
為
な
る
人
材

を
育
て
る
日
本
唯
一
の
交
通
短
期
大
学
，
鉄
道

高
校
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
．
そ
し
て
，
創
立

九
〇
周
年
に
あ
た
る
今
年
三
月
に
は
，
六
十
二

年
前
に
短
大
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
旧
第
一
校

舎
，
鉄
道
資
料
館
跡
地
に
再
び
短
大
の
た
め
の

新
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
．
こ
れ
は
東
京
交
通

短
期
大
学
が
更
な
る
発
展
を
す
る
た
め
の
大
き

な
足
掛
か
り
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
．

　

短
大
同
窓
生
の
皆
様
に
は
学
校
が
如
何
に
し

て
創
ら
れ
た
か
知
る
由
の
な
い
こ
と
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
，
学
校
は
熱
意
と
愛
情
に
よ
っ
て
支

　

学
園
創
立
九
〇
周
年
記
念
式
典
が
、

七
月
二
日
、
池
袋
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60

の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ

で
開
催
さ
れ
、
同
窓
会
よ
り
川
島
前
会

長
、
半
沢
会
長
、
湯
川
副
会
長
、
岩
井

幹
事
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
竹

田
と
も
子
さ
ん
の
長
年
の
貢
献
に
対

し
、
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
法
人
豊
昭
学
園

創
立
九
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
ご
理
解
い
た
だ
き
，
今
後

共
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
．

竹田さんを囲む短大関係出席者
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平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

学
長　
　

松
岡　

弘
樹

　

同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て

は
，
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
存
じ
ま

す
．

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
，
平
成
二
十
九
年
度
の

事
業
報
告
を
い
た
し
ま
す
．
前
回
，
ご
報
告
し

ま
し
た
が
，
本
学
は
（
財
）
短
期
大
学
基
準
協
会

か
ら
，
平
成
二
十
二
年
度
に
第
一
評
価
期
間
，

平
成
二
十
八
年
度
に
第
二
評
価
期
間
の
認
証
評

価
を
受
け
，
い
ず
れ
も
「
適
格
」
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
．
こ
れ
を
機
会
と
し
て
，
本
学
は
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
，
教
員
・
事
務
体
制
，
財

務
状
況
等
の
点
検
と
改
善
を
図
り
，
現
在
，
第

三
評
価
期
間
の
認
証
評
価
を
受
け
る
こ
と
を
想

定
し
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．

　

平
成
二
十
九
年
度
は
，
主
に
下
記
の
事
業
を

実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
，
本
学
の
さ
ら
な
る
発

展
に
取
り
組
み
ま
し
た
．

（
一
）
短
大
の
新
校
舎
の
竣
工
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
度
に
着
工
し
た
新
校
舎
が
，

平
成
二
十
九
年
度
の
工
事
期
間
を
経
て
，
平
成

三
〇
年
四
月
に
竣
工
し
ま
し
た
．
新
校
舎
は
デ

ザ
イ
ン
性
に
優
れ
，
最
新
の
設
備
を
備
え
て
お

り
，
本
学
の
教
育
環
境
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま

し
た
．
新
校
舎
は
，
川
越
街
道
沿
い
の
旧
一
号

館
の
跡
地
に
地
下
一
階
，
地
上
九
階
で
建
築
さ

れ
，
各
階
に
は
下
記
の
施
設
・
設
備
が
備
え
ら

れ
て
い
ま
す
．

（
地
下
１
階
）‌�

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
，
非
常
勤
講

師
控
室
，
応
接
室
１
，
面
談
室
，

教
材
印
刷
室
，
自
販
機
ス
ペ
ー

ス

（
１
階
）
大
教
室
１
，
事
務
室

（
２
階
）
大
教
室
２
，
グ
リ
ー
ン
テ
ラ
ス

（
３
階
）
大
教
室
３

（
４
階
）‌�

学
生
ホ
ー
ル
，
共
同
部
室
１
・
２
， 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ラ
ス

（
５
階
）
ゼ
ミ
室
１
・
２

（
６
階
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

（
７
階
）
図
書
館
，
学
生
会
室

（
８
階
）‌�

共
同
研
究
室
１
～
３
，
同
窓
会
・
校

友
会
室

（
９
階
）‌�

学
長
室
，学
科
長
室
，
研
究
室
１
～
６
，

応
接
室
２

（
屋
上
）
ス
カ
イ
テ
ラ
ス

　

特
に
屋
上
の
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
は
眺
望
に
優
れ
，

天
気
の
良
い
日
に
は
富
士
山
が
臨
め
ま
す
．
ま

た
，
新
校
舎
に
は
，
８
階
に
同
窓
会
室
が
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
，
同
窓
会
員
の
皆
様
の

交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ

ま
す
．

（
二
）‌�

学
校
法
人
豊
昭
学
園
創
立
九
〇
周
年
記

念
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
よ
り
準
備
を
行
っ
て
き
ま

し
た
「
学
校
法
人
豊
昭
学
園
創
立
九
〇
周
年
記

念
講
演
会
，
式
典
・
祝
賀
会
」
が
平
成
三
〇
年

七
月
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
．
記
念
講
演
会
で

は
，
宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
，
「
宇
宙
か
ら
の
贈
り
も
の
～
我
々

は
何
故
挑
戦
し
続
け
る
の
か
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
，
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
．
そ
の
後
，
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
内
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー

ズ
に
場
所
を
移
し
て
，
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
．
式
典
・
祝
賀
会
に
は
，
同

窓
会
よ
り
，
川
島
一
郎
前
会
長
，
半
沢
貞
夫
会

長
，
湯
川
信
久
副
会
長
，
岩
井
優
太
幹
事
の
四

名
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
．
式
典

で
は
，
学
園
へ
の
功
労
者
の
方
々
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
，
本
学
か
ら
は
，
竹
田
と
も
子
氏
の
長

年
に
渡
る
本
学
へ
の
貢
献
に
対
し
て
敬
意
を
表

し
，
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
．

　

本
学
も
四
年
後
に
，
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え

ま
す
が
，
新
校
舎
の
竣
工
を
機
会
と
し
て
，
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
所
存
で
す
．

（
三
）
安
定
的
な
財
政
構
造
を
構
築
す
る

　

本
学
の
財
政
状
況
は
，
平
成
二
十
七
年
度
ま

で
は
一
定
数
の
学
生
を
確
保
し
て
き
た
こ
と
か

ら
，
安
定
的
に
推
移
し
，
事
業
収
支
差
額
は
黒

字
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
．
少
子
化
の
進
行
に

よ
り
，
平
成
二
十
八
年
度
は
入
学
者
数
の
減
少

に
よ
っ
て
事
業
収
入
が
減
少
し
ま
し
た
が
，
平

成
二
十
九
年
度
は
，
入
学
者
の
確
保
を
本
学
が

取
り
組
む
べ
き
最
優
先
事
項
と
し
て
施
策
を
講

じ
た
結
果
，
平
成
三
〇
年
度
の
入
学
者
は
本
学

が
受
け
入
れ
可
能
な
最
大
数
で
あ
る
一
〇
三
名

の
入
学
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

　

一
定
の
入
学
者
の
確
保
は
，
本
学
の
存
続
の

基
盤
と
な
る
も
の
で
す
．
今
後
も
不
断
の
見
直

し
を
行
い
，
学
生
の
確
保
の
た
め
の
施
策
を
講

じ
て
い
く
所
存
で
す
．

　

本
学
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
の
短
期
大
学
は
，

少
子
化
の
進
行
，
専
門
職
大
学
・
専
門
職
短
期

大
学
制
度
の
創
設
等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
を
迎

え
て
お
り
ま
す
．
我
々
教
職
員
一
同
は
，
伝
統

あ
る
本
学
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
が
，
今
後
も
引
き
続
き

短
大
へ
の
同
窓
会
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
尽

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
．
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験
入
学
会
，
後
期
定
期
試
験
，
（
二
月
）
第
十
三

回
体
験
入
学
会
の
各
行
事
を
実
施
し
，
三
月
に

は
，
第
十
四
回
体
験
入
学
会
を
開
催
し
，
十
六

日
（
金
）
に
，
池
袋
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
て
，
卒

業
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
．

　

例
年
通
り
，
入
学
式
と
卒
業
式
に
は
，
同
窓

会
会
長
の
半
沢
貞
夫
先
生
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
，

ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
．
東
交
祭
に
は
，
同
窓

会
ブ
ー
ス
を
設
け
，
学
生
・
来
校
者
と
の
交
流

の
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
同
窓
会

役
員
の
方
々
の
学
校
行
事
へ
の
ご
協
力
を
感
謝

い
た
し
ま
す
．

三
．
時
間
割
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
の
時
間
割
と
特
別
教
養
講
座

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
別
表
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し

た
．
特
別
教
養
講
座
に
つ
き
ま
し
て
は
，
引
き

続
き
，
後
期
に
，
前
同
窓
会
会
長
の
川
島
一
郎

先
生
，
同
窓
会
会
長
の
半
沢
貞
夫
先
生
，
同
窓

会
副
会
長
の
武
田
浩
一
先
生
の
三
人
の
先
生
に

講
義
を
ご
依
頼
し
て
お
り
ま
す
．

　

例
年
ご
案
内
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
，
特
別

教
養
講
座
は
公
開
講
座
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

本
年
四
月
に
竣
工
致
し
ま
し
た
短
大
新
校
舎
で

初
と
な
り
ま
す
母
校
で
の
講
義
を
お
聞
き
に

な
っ
て
，
学
生
時
代
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
く

の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
．
同
窓
会
会
員
の
皆
様

の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
．

　

平
成
二
十
九
年
度
学
事
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

教
授　
　

栗
田　

善
吉

　

東
京
交
通
短
期

大
学
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
委
員
長
，
栗

田
善
吉
と
申
し
ま

す
．
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
．
短
期
大
学
の
平
成
二
十
九

年
度
の
学
事
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
報
告
い
た
し

ま
す
．

一
．
新
・
退
任
教
職
員
に
つ
い
て

【
退
任
教
員
に
つ
い
て
】

　

平
成
二
十
九
年
度
を
も
っ
て
，
以
下
の
先
生

方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
．

（
専
任
教
員
）
平
野
琢
専
任
講
師
，
天
野
美
穂

子
専
任
講
師

（
非
常
勤
教
員
）
亀
川
雅
人
講
師
，
古
井
恒
講
師
，

白
戸
健
講
師

　

ご
退
任
さ
れ
た
先
生
方
の
，
短
大
へ
の
長
年

に
渡
る
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
共
に
，
今
後
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
．

【
新
任
教
員
に
つ
い
て
】

　

平
成
三
〇
年
度
よ
り
，
以
下
の
先
生
方
が
新

た
に
赴
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

(

専
任
教
員)

水
野
有
希
専
任
講
師
，
小
宮
全

専
任
講
師

（
非
常
勤
教
員
）
谷
川
寿
郎
講
師
，
洪　

京
和

講
師(

前
期
の
み)

，
天
野
美
穂
子
講
師
（
後

期
の
み
）
，
田
中
美
和
講
師
，
高
柳
直
弥
講
師
，

笠
井
文
雄
講
師
（
後
期
の
み
）

　

各
先
生
方
の
専
門
分
野
で
培
わ
れ
た
ご
経
験

を
生
か
さ
れ
て
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
．

二
．
学
校
行
事
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
の
学
校
行
事
に
関
し
て

は
，
前
期
は
，
（
四
月
）
入
学
式
・
一
年
次
お
よ

び
二
年
次
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
第
一
回
体

験
入
学
会
，
（
五
月
）
第
二
回
，
第
三
回
体
験
入

学
会
，
学
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
シ
チ
ズ
ン

プ
ラ
ザ
に
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）
，
（
六
月
）
第

四
回
体
験
入
学
会
，
第
一
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
，（
七
月
）
第
五
回
，
第
六
回
体
験
入
学
会
，

（
八
月
）
前
期
定
期
試
験
，
第
二
回
，
第
三
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
行
事
を
実
施
し
ま

し
た
．

　

後
期
は
，
（
九
月
）
第
七
回
，
第
八
回
体
験
入

学
会
，
後
期
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
東
交
祭
，
（
十
月
）

第
九
回
体
験
入
学
会
，
（
十
一
月
）
交
通
見
学
会

（
伊
豆
急
行
車
庫
見
学
会
）
，
第
十
回
体
験
入
学

会
，
（
十
二
月
）
第
十
一
回
体
験
入
学
会
，
専
門

ゼ
ミ
発
表
会
・
説
明
会
，
（
一
月
）
第
十
二
回
体

　

平
成
二
十
九
年
度
就
職
状
況
及
び

　
　
　
　
　
　

平
成
三
〇
年
度
就
職
支
援

　
　
　

キ
ャ
リ
ア
支
援
室　
　

栗
原　

圭
二

　

同
窓
会
の
皆
さ

ま
，
本
学
キ
ャ
リ

ア
支
援
室
で
お
世

話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
栗
原
と
申
し

ま
す
．
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
，
就
職
支
援
の

一
環
と
し
て
の
出
張
講
義
や
後
輩
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
等
に
お
き
ま
し
て
，
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
．

　

平
成
二
十
九
年
度
就
職
状
況
に
つ
い
て
で
す

が
，
卒
業
生
七
〇
名
に
対
し
て
就
職
希
望
者

六
十
二
名
で
あ
り
，
五
十
九
名
が
就
職
先
を
確

定
し
卒
業
い
た
し
ま
し
た
．
進
学
希
望
は
二
名

で
あ
り
，
う
ち
１
名
が
四
年
制
大
学
へ
編
入
し

て
お
り
ま
す
．

　

平
成
二
十
九
年
度
は
，
Ｊ
Ｒ
６
社
に
十
名
，

東
武
グ
ル
ー
プ
に
四
名
，
京
王
電
鉄
に
二
名
，

東
京
都
交
通
局
協
力
会
に
十
名
な
ど
鉄
道
企
業

就
職
が
三
十
七
名
と
な
り
ま
し
た
．
青
い
森
鉄

道
や
京
都
丹
後
鉄
道
等
の
地
方
の
鉄
道
会
社
に

も
入
社
し
て
お
り
ま
す
．
今
年
度
以
降
も
鉄
道

会
社
に
入
り
た
い
学
生
の
思
い
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

　

平
成
三
十
年
度
は
，
昨
年
に
引
き
続
き
，
就



東京交通短期大学同窓会会報第 42号(5)

職
活
動
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
は
三
月
，
選
考
開

始
は
六
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．
し
か
し
な
が

ら
昨
年
と
比
較
し
て
も
実
質
的
な
選
考
試
験
や

内
々
定
の
時
期
が
さ
ら
に
早
ま
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
．
八
月
一
日
現
在
，
鉄
道
企
業
の
内
々

定
者
は
三
〇
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．
今
年
度

は
久
し
ぶ
り
に
，
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
の
内

々
定
者
も
出
て
い
ま
す
．
選
考
中
の
鉄
道
企
業

や
こ
れ
か
ら
選
考
の
鉄
道
企
業
も
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
の
で
，
引
き
続
き
受
験
中
ま
た
は
受
験

を
予
定
し
て
い
る
学
生
も
多
く
お
り
ま
す
．
そ

の
他
の
交
通
関
連
企
業
（
バ
ス
会
社
等
）
へ
の

内
々
定
者
が
八
名
，
一
般
企
業
の
内
々
定
者
は

五
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

　

今
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
キ
ャ
リ
ア
系

授
業
を
さ
ら
に
活
用
さ
せ
て
い
き
ま
す
．
な
か

で
も
，
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む

科
目
「
学
外
実
習
」
に
お
い
て
は
，
東
武
鉄
道

グ
ル
ー
プ
・
西
武
鉄
道
練
馬
駅
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
加
え
て
，
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
横

浜
市
交
通
局
に
も
ご
協
力
頂
い
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．
鉄
道

企
業
以
外
に
も
東
急
ト
ラ
ン
セ
・
国
際
興
業
の

バ
ス
会
社
二
社
に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
．
ま
た
，

「
学
外
実
習
」
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
講

習
に
お
い
て
は
，
小
田
急
電
鉄
の
方
に
ご
協
力

を
頂
い
て
お
り
ま
す
．
来
年
度
以
降
，
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
ご
協
力
頂
け
る
企
業
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
，
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
．

　

同
窓
会
の
皆
様
と
は
，
就
職
支
援
の
観
点
か

ら
も
ぜ
ひ
後
輩
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
談

を
お
話
し
い
た
だ
け
る
と
幸
い
に
思
っ
て
い
ま

す
．
今
年
は
九
月
後
半
ま
で
に
大
手
企
業
の
採

用
が
決
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
，
東
交

祭
な
ど
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
キ
ャ
リ
ア
支
援

室
に
お
立
ち
寄
り
，
進
路
に
つ
い
て
の
疑
問
質

問
を
お
気
軽
に
し
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
，
ぜ
ひ

求
人
が
あ
れ
ば
お
声
が
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
．

　

最
後
に
，
平
成
二
十
九
年
度
の
就
職
・
進
学

状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
．

平
成
三
〇
年
三
月
卒
業
生
七
〇
名
中
，
交
通
関

連
企
業
へ
四
十
八
名（
昨
年
同
時
期
四
十
七
名
），

一
般
企
業
十
一
名
（
昨
年
同
時
期
二
〇
名
）
，

進
学
一
名
（
昨
年
同
時
期
六
名
）
と
い
う
状
況

で
し
た
．
（
四
月
三
〇
日
現
在
）

　

鉄
道
関
連
の
就
職
先
は
次
の
通
り
で
す
．

【
鉄
道
関
連
企
業
別
内
定
者
数
】

東
日
本
旅
客
鉄
道　
　
　

２
名
（
昨
年
２
名
）

東
海
旅
客
鉄
道　
　
　
　

１
名
（
昨
年
無
）

西
日
本
旅
客
鉄
道　
　
　

１
名
（
昨
年
１
名
）

北
海
道
旅
客
鉄
道　
　
　

２
名
（
昨
年
２
名
）

九
州
旅
客
鉄
道　
　
　
　

２
名
（
昨
年
無
）

日
本
貨
物
鉄
道　
　
　
　

２
名
（
昨
年
１
名
）

東
京
地
下
鉄　
　
　
　
　

１
名
（
昨
年
２
名
）

横
浜
市
交
通
局　
　
　
　

１
名
（
昨
年
無
）

東
武
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
名
（
昨
年
５
名
）

京
王
電
鉄　
　
　
　
　
　

２
名
（
昨
年
無
）

銚
子
電
気
鉄
道　
　
　
　

１
名
（
昨
年
無
）

青
い
森
鉄
道　
　
　
　
　

１
名
（
昨
年
無
）

京
都
丹
後
鉄
道　
　
　
　

１
名
（
昨
年
無
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
名
（
昨
年
無
）

東
京
都
交
通
局
協
力
会　

10
名(

昨
年
５
名)

Ｊ
Ｒ
東
日
本
運
輸
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
名
（
昨
年
５
名
）

東
日
本
環
境
ア
ク
セ
ス　

１
名
（
昨
年
無
）　

　

平
成
三
〇
年
度
入
試
報
告

　
　
　
　
　

入
試
委
員
長　
　

高
橋　

真
悟

　

平
成
三
〇
年
度

入
学
（
平
成
二
十

九
年
度
実
施
）
の

入
試
は
，
志
願
者

数
一
四
五
名
，
合

格
者
数
一
〇
七
名
，
入
学
者
数
一
〇
三
名
で
，

定
員
の
八
〇
名
を
二
十
三
名
上
回
り
，
現
在
受

け
入
れ
可
能
な
人
数
の
上
限
（
定
員
の
一
．
三
倍

未
満
）
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
昨

年
度
と
比
べ
る
と
，
志
願
者
は
四
〇
名
の
増
加
，

入
学
者
は
十
名
の
増
加
と
な
り
，
定
員
割
れ
し

た
一
昨
年
度
と
比
べ
る
と
，
志
願
者
は
七
十
一

名
の
増
加
，
入
学
者
は
三
十
四
名
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
．
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
．　

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
，
志
願
者
と
入
学
者
の

増
加
を
実
現
で
き
た
要
因
は
複
数
考
え
ら
れ
ま

す
が
，
と
く
に
以
下
の
二
つ
が
大
き
な
要
因
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
．
第
一
に
，
一
昨
年
度
か
ら

体
験
入
学
会
の
回
数
を
年
間
七
回
か
ら
十
四
回

に
増
や
す
と
同
時
に
，
予
約
制
か
ら
予
約
な
し

に
し
て
，
参
加
し
や
す
い
状
況
を
整
え
ま
し
た
．

さ
ら
に
，
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
め
た
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
が
二
回
目
以
上
の
方
に
対
し
て
，

志
望
理
由
書
や
小
論
文
の
添
削
指
導
お
よ
び
面

接
指
導
を
行
う
な
ど
の
特
典
を
つ
け
ま
し
た
．

実
際
に
，
私
自
身
も
志
望
理
由
書
の
添
削
指
導

を
数
多
く
担
当
し
，
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ

た
受
験
生
の
存
在
が
印
象
的
で
し
た
．
こ
れ
ら

の
結
果
と
し
て
，
平
成
二
十
九
年
度
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
体
験
入
学
会
を
合
わ
せ
た
参

加
者
数
は
，
学
生
参
加
者
が
三
五
七
名
か
ら

四
六
五
名
へ
，
そ
し
て
参
加
者
合
計
は
五
六
七

名
か
ら
七
三
九
名
へ
と
増
加
し
ま
し
た
．
定
員

割
れ
し
た
一
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
，
学
生
参

加
者
が
三
〇
九
名
か
ら
四
六
五
名
へ
，
そ
し
て

参
加
者
合
計
が
四
九
〇
名
か
ら
七
三
九
名
へ
と
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大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
．
こ
の
増
加
が
，
入
試

の
志
願
者
増
加
に
結
び
付
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
．

　

第
二
の
要
因
と
し
て
，
新
校
舎
の
建
設
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
．
今
年
度
四
月
に
竣
工
し
た
新
校

舎
の
存
在
を
イ
ベ
ン
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
宣

伝
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
，
広
報
戦
略
上
，

プ
ラ
ス
効
果
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
．
残
念
な

が
ら
，
期
待
し
た
女
子
学
生
の
増
加
に
は
今
の

と
こ
ろ
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
，
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
の
新
校
舎
へ
の
評
価
や
期
待
は
高
い
も

の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
．
現
在
，
新
校
舎
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
作
成
中

で
す
．
こ
れ
ら
は
，
入
試
委
員
会
と
広
報
委
員

会
，
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
委
員
会
が
連
携
し
て
対
策
を

講
じ
て
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
．
今
年
度
は

こ
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
予
定
で
す
．

以
上
二
つ
が
，
志
願
者
と
入
学
者
の
増
加
を
実

現
で
き
た
大
き
な
要
因
だ
と
考
え
ま
す
．

　

現
在
，
日
本
の
短
期
大
学
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
確
認
す
る
と
，
短
期
大
学
の
学
校
数
お

よ
び
学
生
数
は
，
平
成
五
年
か
ら
平
成
八
年
を

ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
．
そ
し

て
，
十
八
歳
人
口
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
を
反

映
し
て
，
全
国
の
短
期
大
学
で
定
員
割
れ
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
．
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
の
調
べ
に
よ
る
と
，
平
成
二
十
九
年

度
の
短
期
大
学
に
お
け
る
定
員
割
れ
は
二
〇
四

校
で
，
短
期
大
学
全
体
（
三
〇
四
校
）
に
占
め
る

割
合
は
六
十
七
．
一
％
と
な
っ
て
お
り
，
短
期

大
学
の
入
学
者
確
保
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
．

　

本
学
は
平
成
三
〇
年
度
七
月
現
在
，
体
験
入

学
会
と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加
者
合
計

が
昨
年
度
を
若
干
下
回
っ
て
お
り
ま
す
．
同
窓

会
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
，
本
学
に

興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
，

ぜ
ひ
新
校
舎
で
の
体
験
入
学
会
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
ご
参
加
を
す
す
め
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
．
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

　

短
大
新
校
舎
８
Ｆ
「
同
窓
会
室
」
に
つ
い
て

　
　
　
　

第
四
十
一
期
生　
　

武
田　

浩
一

　

こ
の
度
新
校
舎

完
成
に
あ
た
り
，

短
大
の
ご
厚
意
に

よ
り
九
階
建
て
の

建
物
の
八
階
に

「
同
窓
会
室
」
を
一
室
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
．
約
十
畳
程
の
部
屋
で
，
ロ
ッ
カ
ー
や
机
な

ど
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　

八
階
と
い
う
事
も
あ
り
，
窓
か
ら
の
見
晴
ら

し
も
よ
く
，
す
ぐ
そ
ば
の
首
都
高
五
号
線
や
遠

く
に
は
Ｊ
Ｒ
池
袋
運
輸
区
も
う
か
が
え
ま
す
．

　

備
品
等
に
つ
い
て
は
順
次
揃
え
て
お
り
ま

す
．
個
人
的
に
教
材
と
も
な
り
う
る
鉄
道
部
品

を
置
い
て
お
り
ま
す
．
先
日
，
同
窓
会
生
の
職

場
の
先
輩
よ
り
レ
ー
ル
を
頂
戴
し
ま
し
た
．

　

後
述
し
て
お
り
ま
す
が
，
同
窓
会
室
に
つ
い

て
は
幹
事
に
申
請
い
た
だ
け
れ
ば
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．
今
後
は
現
役
生
と
の
親
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
相
談
会
を
，

年
に
数
日
を
設
け
る
予
定
を
立
て
て
お
り
ま

す
．
つ
き
ま
し
て
は
，
同
窓
会
生
で
活
動
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
．

　

同
窓
会
室
は
豊
昭
学
園
と
の
共
同
使
用
と

な
っ
て
お
り
，
そ
の
あ
た
り
は
各
校
の
交
流
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
．

　

ど
う
ぞ
今
後
の
同
窓
会
活
動
に
お
力
添
え
の

ほ
ど
を
お
願
い
し
ま
す
．

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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平成３０(２０１８) 年度時間割平成３０(２０１８) 年度時間割

1 時限 2時限 3時限 4時限 1時限 2時限 3時限 4時限

13:10 ～ 14:40 14:50 ～ 16:20 16:30 ～ 18:00 18:10 ～ 19:40 13:10 ～ 14:40 14:50 ～ 16:20 16:30 ～ 18:00 18:10 ～ 19:40

経営学A/B

（谷川）大教室１

基礎ゼミⅠ

（藤井）大教室１

実務基礎

能力論ⅠA/B

（藤井）大教室１

交通概論A/B

（栗田）大教室１

月

コンピュータ

実習ⅠA/B

（植村）

コンピュータ室

交通技術論（前）

（前橋）大教室３

交通判例分析ゼミ

（松岡）

共同研究室１

基礎ゼミⅡ

（濱）大教室２

実務基礎

能力論ⅡA/B

（水野）大教室２

鉄道システム論（後）

（前橋）大教室３

経営戦略論ゼミ

（高橋）

共同研究室２

基礎ゼミⅢ

（水野）大教室３

実務基礎

能力論ⅢA/B

（小宮）ゼミ室１

鉄道史ゼミ

（濱）

共同研究室３

基礎ゼミⅣ

（小宮）ゼミ室１

実務基礎

能力論ⅣA/B

（田邉）ゼミ室２

基礎ゼミⅤ

（田邉）ゼミ室２

観光関係法規①

（前集）

（手塚）大教室１

政治経済（前）

（福山）大教室１

文章表現

技術ⅠA/B

（新島）大教室１

文章表現技術Ⅱ

A/B

（新島）大教室１

火

中国語A/B

（山口）ゼミ室１

コンピュータ

実習ⅢA/B

（小宮）

コンピュータ室

鉄道運転論（前）

（藤原）大教室３

自動車交通論（前）

（湯田）大教室３

コンピュータ

基礎（後）

（小宮）

コンピュータ室

現代社会論（後）

（福山）大教室１

環境科学概論A/B

（中村）ゼミ室１

保健体育理論A/B

（藤城）ゼミ室１

観光事業論（前）

（太田）大教室２

文学A/B

（山口）大教室２

物的流通論（前）

（洪）ゼミ室２

ホスピタリティ

論（後）

（湯田）大教室３

マーケティング

論（前）

（井戸）大教室１

法学A/B

（松岡）大教室１

観光地理（前）

（有馬）大教室１

経済学A/B

（水野）

コンピュータ室

水

コンピュータ

実習ⅢA/B

（水野）

コンピュータ室

経営組織論（前）

（田中）大教室３

交通英語A/B

（大槻）大教室３

鉄道基礎（後）

（中島）大教室２

鉄道基礎（後）

（中島）大教室２

検定英語

（小池）大教室２

心理学A/B

（兼高）大教室１

経営戦略論（後）

（田中）大教室３

ビジネスマナー

（前）

（夏城）大教室１

自己表現法（前）

（田邉）大教室１

情報システム論（前）

（植村）大教室１

基礎英語

（町田）大教室１

木

コンピュータ

実習ⅣA/B

（植村）

コンピュータ室

交通経済学（前）

（栗田）大教室３

キャリア

実践（前）

（田邉）大教室３

都市・地域交通

論ゼミ

（栗田）

共同研究室１

コミュニケー

ション論（後）

（天野）大教室１

企業研究

（後集）①

（田邉）大教室１

企業研究

（後集）②

（田邉）大教室１

体育実技A/B

（早川）体育館

航空論（後）

（栗田）大教室３

世界の鉄道研究

（後）

（櫻井）大教室３

哲学A/B

（篠原）大教室２

観光関係法規②

（前集）

（手塚）大教室１

旅行実務論（前）

（手塚）大教室１

経営学A/B

（高橋）大教室１

歴史学A/B

（濱）大教室２

金

キャリア

情報論（前）

（栗原）大教室３

交通政策論（前）

（藤井）大教室３

交通史（前）

（濱）大教室３

交通論ゼミ

（藤井）

共同研究室１

キャリア

形成論（後）

（栗原）大教室１

交通事業論（後）

（藤井）大教室１

自然科学概論

A/B

（佐藤）大教室２

観光プランニン

グ実践（後）

（手塚）大教室３

経済学史（後）

（高橋）大教室３

鉄道史（後）

（濱）大教室３

特別教養講座

A/B

（高橋）大教室１

観光学概論A/B

（高柳）大教室３

キャリア

デザイン（前）

（栗原）大教室３

補講 土

ビジネス倫理（前）

（大田）大教室２

簿記論（前）

（大田）大教室２

補講コンピュータ

基礎（後）

（植村）

コンピュータ室

交通需要論（後）

（栗田）大教室２

交通環境論（後）

（笠井）大教室２

海運論（後）

（栗田）大教室２
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平成３０（２０１８）年度　特別教養講座日程表平成３０（２０１８）年度　特別教養講座日程表

前期（土） 13 ： 10 〜 14 ： 40

開講日 講演者 テーマ 講義要綱

2018年4月14日 岩武　光宏 近現代史研究家 近現代史から紡ぐ現実形成力 156

2018年4月21日 石村　誠人 駅・街のデザインとパブリック
アート研究会代表世話人

これからの駅舎建築とパブリックアート
管理の在り方を通じて学ぶべきこと 156

2018年4月28日 大坂　直樹 株式会社東洋経済新聞社記者 鉄道を通じて経済、社会を学ぶ 157

2018年5月12日 齋藤　順治 株式会社ＪＲ東日本ステーション
サービス相談役 発足 30 年を迎えたＪＲ東日本グループ 157

2018年5月19日 佐藤　美知男 公益財団法人交通協力会鉄道史
資料調査センター研究員 昭和の切符と鉄道史 158

2018年5月26日 平田　一彦 株式会社東武カードビジネス
常勤監査役 鉄道事業を巡る経営環境の変化について 158

2018年6月  2日 井上　　治 拓殖大学政経学部教授・学部長 インドネシアの鉄道事情 159

2018年6月  9日 亀山　直人 日本貨物鉄道株式会社
関東支社総務部部長 鉄道貨物輸送の現状 159

2018年6月16日 鹿住　良人 株式会社かすみ交通代表取締役 地域社会におけるタクシーの役割 159

2018年6月23日 前田　　忍 サンクスループ代表 鉄道事業のトレンド 159

2018年6月30日 石上　七鞘 松蔭大学教育開発センター長
コミュニケーション文化学部長 古代の交通と信仰 160

2018年7月  7日 荻原　俊夫 元東京急行電鉄株式会社 鉄道員としての毎日 160

2018年7月14日 広田　健助 株式会社全日警
人事部人材採用部長

「北アメリカ大陸広域高速鉄道網建設 30
年計画」と「TPP11」の将来像について 161

2018年7月21日 阿部　　等 株式会社ライトレール
代表取締役社長 鉄道の未来は明るい 161

2018年7月28日 予 備 日

後期（土） 13 ： 10 〜 14 ： 40

開講日 講演者 テーマ 講義要綱

2018年  9月22日 武田　浩一 本学同窓会副会長 鉄道員が負うリスク 162

2018年  9月29日 尾崎　正明 東京急行電鉄株式会社
内部統制室専任主幹 鉄道運転士に求められるもの 163

2018年10月  6日 半沢　貞夫 本学同窓会会長・元交通新聞社出
版編集部長 鉄道 150 年　成立と発展に尽くした人々 163

2018年10月13日 平柳　　聡 造景師（情景モデラー） 模型で表現する生活感のあつ鉄道の魅力 164

2018年10月20日 花上　嘉成 一般財団法人東武博物館理事
名誉館長 これからの鉄道の在り方 164

2018年10月27日 岡本　　久 本学元学科長・本学名誉教授 高齢化社会における交通のあり方 164

2018年11月10日 川島　一郎 東日本鉄道OB会
東京地方本部専務理事 元気なＪＲ東日本グループ 165

2018年11月17日 大島　　功 株式会社ジェイアール東日本
都市開発総務部次長

ＪＲ東日本の現状と企業が求める社会人
について 165

2018年11月24日 成瀬　敏郎 東京情報大学名誉教授 法的リスク・マネジメントの世界 166

2018年12月  1日 田中　宏司 本学元学長・本学名誉教授 コンプライアンス経営とＣＳＲ経営
−企業人になるための心構え− 166

2018年12月  8日 吉田　一宏 東武鉄道株式会社
資産管理部課長 鉄道業における資産活用について 167

2018年12月15日 大墻　　敦 NHK 放送文化研究所研究主幹 テレビ番組制作者からみたＪＲ福知山線
脱線事故の教訓 167

2019年  1月12日 平野　　琢 九州大学大学院経済学部
専任講師 リスク学から見た鉄道の安全 168

2019年  1月19日 米山　淳一 公営社団法人横浜歴史資産調査会
常務理事・事務局長

鉄道遺産を生かしたまちづくりと
地域活性化 168

2019年  1月26日 予 備 日
（敬称略）
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行
う
楽
し
さ
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
．

　

こ
れ
ま
で
運
転
業
務
が
中
心
で
，
十
数
年
も

営
業
職
場
を
離
れ
て
い
た
ブ
ラ
ン
ク
か
ら
，
苦

労
し
た
経
験
や
上
司
の
叱
責
も
あ
り
ま
し
た

が
，
そ
れ
以
上
に
若
手
社
員
を
育
成
す
る
こ
と

に
や
り
甲
斐
を
感
じ
，
平
成
二
十
八
年
七
月
に

君
津
駅
助
役
を
拝
命
し
ま
し
た
．

　

訪
日
外
国
人
が
増
加
す
る
中
，
君
津
駅
は
マ

ザ
ー
牧
場
等
観
光
地
の
玄
関
口
と
し
て
，
多
く

の
外
国
人
の
お
客
様
が
ご
利
用
に
な
り
ま
す
．

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急

速
に
進
む
中
，
お
も
て
な
し
を
実
践
し
，
外
国

人
旅
行
者
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
目
指
し

て
い
ま
す
．
若
手
社
員
の
育
成
に
も
多
言
語
案

内
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
い
，
駅
全
体
の
接
客

ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
．

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中
で
，
安

全
に
つ
い
て
は
不
変
の
努
力
を
積
み
重
ね
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
，
安
全
以
外
で
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

そ
の
変
化
に
対
応
出
来
る
社
員
の
育
成
が
こ
れ

か
ら
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
．

　

交
通
短
大
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
，
こ

れ
か
ら
も
日
々
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
．

（
東
日
本
旅
客
鉄
道
千
葉
支
社　

君
津
駅
助
役
）

〔
会
員
解
放
区
〕

　

旧
校
舎
で
の
思
い
出
と
仲
間
た
ち
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て
今
の
私

　
　
　
　

第
四
十
四
回
生　
　

大
村　

晋
也

　

新
校
舎
竣
工
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
．

　

私
は
，
平
成
七

年
度
に
本
校
入
学

と
同
時
に
鉄
道
研
究
部
に
入
部
，
卒
業
ま
で
の

二
年
間
多
く
の
仲
間
に
も
恵
ま
れ
，
と
て
も
楽

し
い
日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

　

当
時
，
部
室
が
丸
ノ
内
線
車
両
の
後
方
に

あ
っ
た
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
の
二
階
に
あ
り
，
部
活

動
の
中
で
知
見
を
広
め
様
々
な
研
究
？
を
し
た

り
，
近
所
に
あ
っ
た
丸
十
ベ
ー
カ
リ
ー
で
買
い

込
ん
だ
ペ
ヤ
ン
グ
ソ
ー
ス
焼
き
そ
ば
を
食
べ
な

が
ら
，
仲
間
た
ち
と
夏
休
み
の
旅
行
計
画
や
お

互
い
の
バ
イ
ト
の
苦
労
話
や
バ
カ
話
で
過
ご
し

た
こ
と
な
ど
，
思
い
出
は
多
す
ぎ
て
語
り
尽
く

せ
ま
せ
ん
．

　

卒
業
し
て
約
二
〇
年
経
っ
た
今
も
，
こ
の
濃

密
な
二
年
間
で
培
っ
た
仲
間
と
の
絆
は
絶
え
る

こ
と
な
く
，
時
々
集
ま
っ
て
は
昔
話
を
肴
に
語

り
合
っ
て
い
ま
す
．

　

新
校
舎
に
は
同
窓
会
室
が
設
け
ら
れ
た
と
の

こ
と
，
是
非
と
も
足
を
運
ん
で
み
た
い
と
思
い

ま
す
．

　

さ
て
私
は
現
在
，
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
（
以
下
，
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
千
葉
支
社
内
房
線

の
君
津
駅
で
助
役
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
．

　

平
成
九
年
四
月
，
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
入
社
し
，

総
武
線
幕
張
本
郷
駅
が
私
の
鉄
道
人
生
の
ス

タ
ー
ト
で
す
．
そ
の
後
，
習
志
野
運
輸
区
で
首

都
圏
を
東
西
に
貫
く
総
武
緩
行
線
や
総
武
快
速

線
で
車
掌
を
一
年
，
運
転
士
は
十
二
年
，
安
全

安
定
輸
送
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
，
運

転
士
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
た
弊
社
の
制
度

の
一
環
と
し
て
，
津
田
沼
駅
で
の
輸
送
業
務
に

携
わ
り
ま
し
た
．
運
転
士
に
戻
る
こ
と
も
で
き

た
の
で
す
が
，
な
ぜ
運
転
士
に
戻
ら
ず
駅
で
助

役
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
，
運
転
士
経

験
の
あ
っ
た
当
時
の
津
田
沼
駅
長
の
言
葉
が
私

の
鉄
道
人
生
と
し
て
の
在
り
方
を
変
え
る
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
．
「
こ
れ
か

ら
は
，
あ
な
た
の
よ
う
な
社
員
が
こ
の
会
社
を

担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
だ
．
あ

な
た
の
車
掌
や
運
転
士
の
経
験
や
知
識
を
も
と

に
，
将
来
乗
務
員
を
目
指
す
若
手
社
員
へ
の
育

成
を
や
っ
て
み
な
い
か
，
様
々
な
経
験
を
す
る

こ
と
で
乗
務
員
だ
け
の
鉄
道
人
生
で
は
な
く
，

幅
広
い
視
野
を
持
ち
こ
れ
か
ら
の
鉄
道
人
生
を

歩
ん
で
ほ
し
い
」と
駅
長
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
，

若
手
社
員
の
育
成
を
任
さ
れ
，
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
，
社
員
の
育
成
や
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

　

い
ざ
「
乗
り
鉄
」
で
，

　
　
　
　
　
　

静
寂
の
「
道
後
山
駅
」
へ

　
　
　
　

第
四
十
五
回
生　
　

竹
下　
　

光

　

交
通
短
大
を
卒

業
後
，
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
入
社
し
て
二

〇
年
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
．
入
社

三
年
後
の
平
成
十
三
年
に
憧
れ
の
運
転
士
と
し

て
，
常
磐
線
上
野
～
勝
田
間
に
乗
務
し
て
い
ま

し
た
が
，
会
社
施
策
で
昨
年
二
月
に
転
勤
と
な

り
，
現
在
は
土
浦
駅
で
輸
送
の
任
務
に
就
い
て

い
ま
す
．

　

交
通
短
大
の
旧
校
舎
で
勉
学
に
励
み
，
友
と

共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
日
々
が
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
．

　

近
年
の
鉄
道
ブ
ー
ム
で
「
乗
り
鉄
」
，
「
撮
り

鉄
」
，
「
音
鉄
」
等
々
，
い
ろ
い
ろ
な
鉄
道
の
楽

し
み
方
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
．
ま
た
，
お

酒
を
飲
み
な
が
ら
ロ
ー
カ
ル
線
に
乗
っ
て
景
色

を
楽
し
む
「
飲
み
鉄
」
も
あ
り
ま
す
．
こ
う
言

う
私
は
「
乗
り
鉄
・
飲
み
鉄
」
派
で
，
そ
れ
も

一
日
数
本
し
か
列
車
が
停
ま
ら
な
い
秘
境
駅
に

行
く
こ
と
が
好
き
で
，
中
で
も
一
番
の
お
気
に

入
り
は
，
芸
備
線
の
「
道
後
山
駅
」
で
す
．

　

新
幹
線
か
ら
特
急
「
や
く
も
」
に
乗
り
継
ぎ
，

新
見
で
一
泊
，
翌
日
新
見
駅
を
早
朝
五
時
十
八
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平
成
二
十
九
年
度

「
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
貸
切
列
車
の
旅
」
開
催

　
　

副
会
長
・
貸
切
列
車
実
行
委
員
長

　
　
　
　

第
四
十
一
回
生　
　

湯
川　

信
久

　

平
成
二
十
九
年

十
月
二
十
八
日

（
土
）
十
一
時
十

五
分
，
軽
い
警
笛

と
と
も
に
「
天
竜

浜
名
湖
鉄
道
貸
切
列
車
」
は
，
掛
川
駅
を
新
所

原
駅
に
向
け
て
発
車
し
ま
し
た
．

　

貸
切
列
車
の
旅
は
，
試
行
開
催
と
な
っ
た
富

士
急
行
に
続
き
，
第
一
回
の
伊
豆
急
行
，
第
二

回
の
箱
根
登
山
鉄
道
に
続
き
，
第
三
回
目
と
な

っ
た
今
回
は
，
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
で
実
施
し
ま

し
た
．

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
，
同
窓
会

生
と
そ
の
家
族
，
そ
し
て
短
大
講
師
の
前
橋
先

生
を
含
め
た
総
勢
三
十
一
名
と
い
う
多
数
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　

掛
川
駅
を
定
刻
に
発
車
し
た
列
車
は
，
の
ど

か
な
茶
畑
の
中
を
の
ん
び
り
走
り
，
天
竜
二
俣

駅
を
目
指
し
ま
す
．

　

車
内
で
は
，
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
，

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
に
運
転
士
と
し
て
勤
務
す
る

五
〇
回
生
の
青
天
目
篤
君
に
よ
り
，「
天
竜
浜
名

湖
鉄
道
株
式
会
社
の
概
要
」
を
紹
介
し
て
い
た

分
発
の
芸
備
線
備
後
落
合
行
の
快
速
列
車
に
揺

ら
れ
る
こ
と
約
一
時
間
で
「
道
後
山
駅
」
に
到

着
．
広
島
の
中
国
山
地
に
あ
る
こ
の
駅
は
，
静

か
で
周
囲
に
は
人
気
も
な
く
，
朝
の
清
々
し
さ

も
加
わ
っ
て
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
の
良

さ
，
そ
し
て
停
ま
る
列
車
が
一
日
わ
ず
か
三
往

復
！
こ
の
秘
境
感
が
た
ま
ら
な
く
い
い
の
で
す
．

　

し
か
し
，
先
日
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害

の
影
響
で
，
芸
備
線
は
じ
め
中
国
地
区
の
多
く

の
鉄
道
路
線
も
被
災
し
，
復
旧
ま
で
に
暫
く
時

間
が
か
か
る
と
言
い
ま
す
．
被
災
地
の
一
日
で

も
早
い
復
旧
復
興
を
祈
る
と
と
も
に
，
被
災
し

た
路
線
の
早
期
復
旧
を
願
う
ば
か
り
で
す
．

　

今
日
の
鉄
道
ブ
ー
ム
で
，
観
光
，
イ
ベ
ン
ト

列
車
が
日
本
各
地
で
走
り
，
鉄
道
を
利
用
す
る

方
が
多
く
い
ま
す
．
し
か
し
，
多
く
の
ロ
ー
カ

ル
線
は
過
疎
化
に
よ
る
利
用
客
の
減
少
で
赤

字
，
廃
線
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
．
一
つ

で
も
多
く
ロ
ー
カ
ル
線
を
「
乗
り
鉄
・
飲
み
鉄
」

し
て
，
廃
線
危
機
を
脱
す
る
こ
と
に
貢
献
出
来

れ
ば
と
思
い
な
が
ら
旅
を
続
け
ま
す
．

（
東
日
本
旅
客
鉄
道　

土
浦
駅
勤
務
）

国の登録有形文化財である天竜二俣駅の転車台

遠州森駅で記念撮影

天竜浜名湖鉄道の概要を説明する青天目さん

和気藹々車内風景
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だ
き
，
続
い
て
伊
豆
急
行
株
式
会
社
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
五
十
六
回
生
の
小
澤
梓
さ
ん
に
「
静

岡
県
の
私
鉄
各
社
の
誘
客
事
例
」
と
題
し
映
像

と
と
も
に
学
術
的
に
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　

途
中
の
駅
で
上
り
列
車
と
の
交
換
を
す
る
際

に
は
，
青
天
目
君
か
ら
「
上
り
列
車
を
運
転
し

て
い
る
運
転
士
も
短
大
卒
業
生
で
す
！
」
と
車

内
放
送
が
あ
り
，
全
員
が
拍
手
で
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
．　

　

列
車
は
，
約
一
時
間
で
天
竜
二
俣
に
到
着
．

そ
こ
で
駅
に
併
設
す
る
鉄
道
歴
史
館
及
び
転
車

台
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
，
特
に
転
車
台

で
は
実
際
の
車
両
を
載
せ
て
回
転
す
る
様
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

　

約
一
時
間
の
天
竜
二
俣
駅
滞
在
の
後
，
ふ
た

た
び
列
車
は
の
ん
び
り
終
点
を
目
指
し
ま
す
．

　

車
内
で
は
，
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
話

と
鉄
道
談
義
に
花
を
咲
か
せ
話
が
尽
き
ま
せ
ん
．

し
か
し
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
う
も
の
．
終
点
の
新
所
原
駅
に
定
刻

十
四
時
三
十
七
分
に
到
着
し
ま
し
た
．

　

大
変
楽
し
い
時
間
を
皆
様
と
共
有
で
き
た
こ

と
は
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
．

　

ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
，
そ
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
株
式
会
社
様
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

　

「
地
方
鉄
道
の
生
き
残
り
策
」
の
誘
客
事
例

　
　
　
　

第
五
十
六
回
卒　
　

小
澤　
　

梓

　

平
成
二
十
九
年

十
月
二
十
八
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
天

竜
浜
名
湖
鉄
道
貸

切
列
車
の
際
，「
地

方
鉄
道
の
生
き
残
り
策
」
と
題
し
ま
し
て
，
私

の
勤
務
す
る
伊
豆
急
行
を
は
じ
め
と
す
る
静
岡

県
私
鉄
各
社
で
実
施
さ
れ
て
い
る
誘
客
事
例
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　

一
つ
め
は
観
光
列
車
の
運
行
で
す
．
伊
豆
急

行
で
は
，
東
急
電
鉄
と
共
同
し
て
平
成
二
十
九

年
七
月
よ
り
観
光
列
車
「
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
．
「
ザ
・

ロ
イ
ヤ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
は
横
浜
～
伊
豆
急

下
田
間
を
運
行
し
て
お

り
，
デ
ザ
イ
ン
は
九
州
の

観
光
列
車
「
な
な
つ
星
」

な
ど
を
手
掛
け
た
水
戸
岡

鋭
治
氏
が
行
い
ま
し
た
．

　

観
光
列
車
の
例
と
し
て

は
，
他
に
も
岳
南
電
車
の

「
夜
景
電
車
」
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
．
平
成
二
十
六
年

七
月
，
鉄
道
本
体
と
し
て

は
日
本
初
の
「
日
本
夜
景

遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
活
か
し
，
沿
線

に
散
り
ば
め
ら
れ
た
昭
和
の
駅
舎
・
車
両
・
静

寂
な
夜
景
・
暗
闇
に
包
ま
れ
た
工
場
の
灯
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
「
夜
景
電
車
」
を
運
行
し

て
い
ま
す
．

　

二
つ
め
は
団
体
ツ
ア
ー
誘
致
で
す
．
こ
れ
は

バ
ス
ツ
ア
ー
の
一
部
に
観
光
列
車
乗
車
体
験
を

組
み
込
ん
で
い
た
だ
き
，
お
客
様
が
鉄
道
の
旅

を
楽
し
ん
で
い
る
間
，
バ
ス
を
下
車
駅
へ
回
送

し
お
客
様
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
も
の

で
す
．
伊
豆
急
行
で
は
，
景
色
の
い
い
東
伊
豆

海
岸
線
を
観
光
列
車
「
リ
ゾ
ー
ト
21
」
に
乗
車

す
る
と
い
う
形
で
団
体
を
受
け
入
れ
て
お
り
，

同
じ
よ
う
な
事
例
で
は
大
井
川
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
や

き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
号
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
．

　

三
つ
め
は
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
．
伊
豆

箱
根
鉄
道
で
は
静
岡
県
沼
津
市
を
舞
台
と
す
る

人
気
ア
ニ
メ
「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
！！
」
と
コ
ラ
ボ
し
，
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
，
タ

ク
シ
ー
，
バ
ス
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　

四
つ
め
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
で
す
．
伊
豆

急
行
で
は
台
湾
，
中
国
，
香
港
を
中
心
に
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
を
行
っ
て
い
ま
す
．
誘
客
方

法
と
し
て
は
海
外
旅
行
博
出
展
や
海
外
メ
デ
ィ

ア
招
聘
で
の
情
報
発
信
や
，
団
体
ツ
ア
ー
誘
致

な
ど
で
す
．

　

沿
線
人
口
が
減
少
す
る
な
か
，
沿
線
外
か
ら

旅
客
を
増
や
す
た
め
静
岡
県
私
鉄
で
行
わ
れ
て

い
る
施
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
．
沿
線
の
開
発
を
行
い
，
定
住
人
口
を

増
や
し
て
い
る
大
都
市
近
郊
の
鉄
道
会
社
と
は

少
し
違
っ
た
方
法
で
，
地
方
鉄
道
は
生
き
残
る

た
め
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
．

静岡県の私鉄各社の誘客事例を紹介する
小澤さん
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平
成
二
十
九
年
九
月
十
六
日
（
土
）
二
十

九
年
度
の
総
会
を
旧
校
舎
に
於
い
て
会
員

二
十
一
名
の
出
席
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
．

　

会
に
は
，
松
岡
学
長
，
高
橋
学
科
長
に
ご

列
席
賜
り
，
二
十
九
年
度
の
会
員
の
現
状
，

活
動
報
告
，
会
計
報
告
が
行
わ
れ
了
承
さ
れ

ま
し
た
．

　

ま
た
，
総
会
終
了
後
場
所
を
池
袋
西
口
の

地
球
飯
店
に
移
し
，
会
員
懇
親
会
を
開
催
，

出
席
者
が
各
々
の
現
況
等
を
紹
介
す
る
な
ど

親
睦
を
深
め
ま
し
た
．

　

三
十
年
度
総
会
は
，
新
校
舎
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
．
見
学
方
々
多
く
の
同
窓
生
の
ご

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
．

　

な
お
，
東
交
祭
の
開
催
に
合
わ
せ
，
学
内

に
於
い
て
同
窓
生
有
志
に
よ
る
「
同
窓
会

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
，「
鉄
道
員
の
１
日
」

な
ど
の
講
演
や
鉄
道
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
行

い
ま
し
た
．
今
年
も
同
様
に
新
校
舎
で
開
催

い
た
し
ま
す
．
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
．
ぜ
ひ
ご
家
族
ご
同

伴
で
お
出
か
け
下
さ
い
．

平
成
二
十
九
年
度　
東
京
交
通
短
期
大
学
同
窓
会　
総
会
開
催

お
知
ら
せ

同
窓
会
事
務
室
の
使
用
に
つ
い
て

　

同
窓
会
で
は
，
同
窓
会
室
の
使
用
に
つ
い
て
，

次
の
通
り
使
用
規
程
を
定
め
ま
し
た
．
規
程
を

遵
守
の
う
え
有
効
に
利
用
し
て
下
さ
い
．

東
京
交
通
短
期
大
学
同
窓
会
事
務
局
使
用
規
程

１
，‌�

事
務
局
使
用
規
定
を
制
定
し
，
学
校
並
び

に
校
友
会
の
方
針
に
則
り
管
理
運
営
を
行

う
．

２
，‌�

事
務
局
に
管
理
責
任
者
と
し
て
事
務
局
長
，

担
当
幹
事
を
置
く
．

３
，‌�

事
務
局
の
使
用
は
，
同
窓
会
幹
事
会
並
び

に
会
報
編
集
会
議
等
を
原
則
と
す
る
．

４
，‌�

会
員
が
事
務
局
を
使
用
す
る
場
合
は
，
使

用
者
は
事
務
局
長
ま
た
は
担
当
幹
事
に
使

用
目
的
を
申
し
出
て
，
事
務
局
長
ま
た
は

担
当
幹
事
が
学
校
事
務
局
に
そ
の
旨
連
絡

を
行
う
．

５
，‌�

事
務
局
の
利
用
時
間
は
十
二
時
よ
り
二
〇

時
と
す
る
．

６
，‌�

事
務
局
内
は
常
に
整
理
整
頓
に
努
め
，
喫

煙
並
び
に
飲
酒
を
禁
ず
る
．

＊‌�

事
務
局
長
は
会
長
，
担
当
幹
事
は
武
田
副
会

長
が
当
た
り
ま
す
．
申
し
込
み
は
同
窓
会
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

ま
た
，
学
校
の
ご
厚
意
に
よ
り
同
窓
生
の
学

校
図
書
館
の
利
用
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
．

　

利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
，
事
務
局
使
用
と
同

じ
く
事
務
局
長
か
担
当
幹
事
に
申
し
出
て
い
た

だ
き
，
事
務
局
長
ま
た
は
担
当
幹
事
が
学
校
事

務
局
を
通
し
て
図
書
館
に
連
絡
，
使
用
許
可
を

取
り
ま
す
．

在
校
生
の
相
談
受
付
に
つ
い
て

　

同
窓
会
で
は
，
在
校
生
の
就
職
活
動
に
当
た

り
，
相
談
窓
口
を
設
け
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
．
鉄
道
業
務
等
に
よ
り
学
生
の

訪
問
に
応
じ
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
，
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
，
同
窓
会
事
務
局
で
開

催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
．
現
役
，
Ｏ
Ｂ
問
わ

ず
可
能
な
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

住
所
確
認
の
お
願
い

　

当
校
卒
業
者
数
は
四
千
三
百
人
を
超
え
ま
し

た
．
し
か
し
，
約
半
数
の
方
は
住
所
が
不
明
と

な
り
，
会
報
の
発
送
が
で
き
ま
せ
ん
．
今
回
調

査
用
の
は
が
き
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
が
，

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
，
恐
縮
で
す
が

六
十
二
円
切
手
を
貼
っ
て
ご
投
函
い
た
だ
く
か

同
窓
会
Ｅ
メ
ー
ル
：t

o
u
k
o
u
o
b
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

宛
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
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項　目 区分 金　額 摘　　要 項　目 区分 金　額 摘　　要

繰越金 Ａ 576,879 円 集会費 イ 142,568 円 東交祭・幹事会懇親会
イベント列車

会費 Ｂ 435,000 円 5,000 円× 87 名 事務費 ロ 0 円 同窓会長賞賞状は在庫使用

臨時会費 Ｃ 158,500 円 東交祭・幹事会懇親会
イベント列車 通信費 ハ 478,899 円 会報 41 号発行・発送

東交祭開催案内等
寄付金 Ｄ 36,402 円 会員 4 名ほかより 渉外費 ニ 32,606 円 会長賞記念品
雑収入 Ｅ 6 円 利息 会議費 ホ 85,745 円 幹事打合せ等

雑費 ヘ 7,144 円 東交祭用雑貨
繰越金 ト 459,825 円

収入計 1,206,787 円 支出計 1,206,787 円
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▼
新
校
舎
竣
工
式
，
学
園
創
立
九
十
周

年
と
お
祝
い
事
の
続
い
た
年
度
初
，
同

窓
会
事
務
局
も
会
報
編
集
，
会
員
名
簿

の
確
認
，
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー
の
準
備
，

貸
切
列
車
の
打
ち
合
わ
せ
等
々
有
意
義

な
活
用
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
．
会

員
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
新
校
舎
を
ご
覧
い

た
だ
き
，
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
．�

（
Ｈ
）

編
集
後
記

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

一
，
会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
，ht

t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
o
s
h
o
.
a
c
.
j
p
/
t
o
u
k
o
u
/
O
B
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
，
会
報
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
，
第
二
十
二
号
か
ら

第
三
十
二
号
ま
で
閲
覧
で
き
ま
す
．

二
，
同
窓
会
事
務
局
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
同
窓
会
で
行
う
行
事
や
同
窓
会
報
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
，
同
窓
会
事
務
局
宛
て
に
書
面
も
し
く

は
電
子
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

三
，
原
稿
執
筆
案
内

①
題
　
　
材
　
自
由

②
執
筆
要
領

・
文
章
の
場
合
，
市
販
の
原
稿
用
紙
か
電
子
デ
ー
タ
の
入
っ
た
メ
デ
ィ
ア
を
郵
送
，

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
，
八
〇
〇
字
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
．

・
写
真
／
イ
ラ
ス
ト
／
カ
ッ
ト
の
場
合
，
そ
の
ま
ま
版
下
と
し
ま
す
．
電
子
デ
ー
タ

で
も
結
構
で
す
．
い
ず
れ
も
タ
イ
ト
ル
，
卒
回
，
氏
名
，
勤
務
先
を
明
記
し
，
写
真
も

添
付
し
て
く
だ
さ
い
．

③
原
稿
締
切
　
毎
年
一
月
末
日

④
送 

付 

先
　
〒
一
七
〇-

〇
〇
一
一

　
　
　
　
　
　
東
京
都
豊
島
区
池
袋
本
町
二-

五-

十
五

　
　
　
　
　
　
東
京
交
通
短
期
大
学
　
同
窓
会
事
務
局
宛

　
　
　
　
　
　

E-m
ail:toukouO

B@
gm

ail.com

「
銚
子
電
鉄
貸
切
列
車
の
旅
」（
予
定
）

　

平
成
三
十
年
十
月
七
日
（
日
）
，
平
成
三
十
年
度

「
銚
子
電
鉄
貸
切
列
車
の
旅
」
の
開
催
を
企
画
し

て
い
ま
す
．

　

第
四
回
と
な
る
今
回
の
貸
切
列
車
の
旅
は
，「
ぬ

れ
せ
ん
べ
い
」
や
「
ま
ず
い
棒
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
営
業
を
展
開
す
る
銚
子
電
鉄
で
の
企
画
で
，
同

窓
会
会
員
の
親
睦
を
目
的
に
，
銚
子
電
鉄
の
現
状

の
紹
介
や
，
参
加
の
他
鉄
道
会
社
社
員
の
事
例
紹

介
な
ど
情
報
交
換
も
予
定
し
て
い
ま
す
．

　

企
画
内
容
，
お
申
し
込
み
方
法
等
は
左
記
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E-
m
ail:to

u
ko
u
o
b.eve

nt.k
a
sikiri@

g
m
ail.c

o
m

平
成
三
十
年
度
総
会
並
び
に
東
交
祭
・

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
東
京
交
通
短
期
大
学
同
窓
会
総
会

を
，
九
月
十
五
日
（
土
）
十
六
時
三
十
分
よ
り
新
校
舎

八
階
で
開
催
い
た
し
ま
す
．
な
お
続
い
て
十
七
時

三
十
分
よ
り
池
袋
駅
西
口
・
地
球
飯
店
に
於
き
ま
し

て
懇
親
会
を
行
い
ま
す
．
お
手
数
で
す
が
，
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
同
封
の
は
が
き
に
出
欠
を
ご
記
入
い
た
だ

き
九
月
十
一
日
ま
で
に
ご
投
函
下
さ
い
．

　

ま
た
，
九
月
十
五
日
（
土
）
，
十
六
日
（
日
）
学
生
会

主
催
の
東
交
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
．
同
窓
会
も
有
志

に
よ
り
「
同
窓
会
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
，
現
場
第
一

線
で
働
く
同
窓
生
に
よ
る
「
鉄
道
社
員
の
一
日
」
と

題
す
る
話
や
鉄
道
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
の
ほ
か
，

十
五
日
（
土
）
十
五
時
よ
り
落
語
家
に
よ
る
寄
席
を
予

定
し
て
い
ま
す
．
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新校舎全景　コンクリート仕上げの壁面には、金属パネルの
レイアウトデザインが四季の移ろいを醸し出す

エントランスホールで松岡学長を囲み記念撮影 竣工式には同窓会より
生花でお祝い

正面玄関

新校舎紹介
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コンピュータ室

図書室

大教室

学生ホール



東京交通短期大学同窓会会報第 42号 (16)

平成 23 年 3 月 8 日

（付録）

以 上

東京交通短期大学同窓会

個人情報の取り扱いについて

　東京交通短期大学同窓会（以下「同窓会」という）は，「個人情報の保護に
関する法律」が施行されたことに伴い，個人情報保護の重要性に鑑み，同窓会
活動を行うにあたり，以下の個人情報保護方針に基づき，個人情報を適法かつ
適正に取得・利用・提供・管理し，もって同窓会の保有する個人情報の保護に
努めます．

1． 同窓会は，個人情報の保護を定めた諸法令及びその他の規範を遵守し，個

人情報の保護及び取り扱いに努めます．

2． 同窓会は適法かつ適正な手段によって個人情報を取得し，利用目的の達成

に必要な範囲において，個人情報を利用し又は提供することに努めます．

3． 同窓会は，個人情報に関する個人の権利を尊重し，自己の個人情報につい

て，訂正・削除・開示等の要請があった場合には，妥当な範囲，合理的な期

間で速やかに対応することに努めます．

4． 同窓会は，個人情報を利用目的の達成に必要な範囲において，正確かつ最

新の内容に保つように努めます．

5． 同窓会は，個人情報の漏洩，滅失又は毀損の防止，その他個人情報の安全

管理のために，不正アクセス・コンピューターウィルス等に対する適切な

情報セキュリティ対策を講じるなど，必要かつ適正に管理を行うことに努

めます．

6． 同窓会は，個人情報に関する取り組みを，今後も組織的に継続して行い，

その内容に改善を図ることに努めます．


